
べ
て
掌
中
に
し
た
義
教
が
継
目
安
堵
状
を
掲
げ
て
、
守
護
・
国
人
等
の
家
の
内
部
に
口
入
し
、
家
督
相
続
の
改
替
を
行
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
節
の
テ
ー
マ
、
義
教
と
貞
時
が
裁
判
制
度
を
駆
使
し
、
専
制
化
を
急
い
だ
そ
の
検
討
は
ひ
と
ま
ず
置
き
、
次
は
室
町
幕
府

に
お
け
る
管
領
の
立
場
や
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。

第
四
節

管
領
の
立
場
と
役
割

義
教
期
に
お
け
る
管
領
は
、
御
前
沙
汰
体
制
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。『
満
済
准

后
日
記
』
か
ら
窺
う
限
り
、
初
政
期
に
は
義
教
は
管
領
を
除
外
し
て
い
る
様
子
は
な
く
、
満
済
に
相
談
し
た
事
項
に
つ
い
て
も
、
必
ず
、

「
可
相
談
管
領
」
と
し
て
い
る
。
依
然
と
し
て
室
町
幕
府
に
お
け
る
管
領
制
は
継
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
満
済
の
日
記
か
ら
二
、
三

例
を
あ
げ
る
と
、

（
マ
マ
）

今
日
八
幡
放
生
会
被
行
之
、
去
月
延
引
、
種
々
神
訴
在
之
云
々
。
雖
爾
自
昨
日
、
管
領
下
向
奉
行
同
召
具
之
。
訟
訴
等
悉
裁
許
。

神
幸
卯
刻
無
為
云
々
（
略
）（『
満
済
准
后
日
記
』
正
長
元
年
九
月
十
五
日
条
）

と
あ
り
、
八
幡
放
生
会
で
幕
府
が
石
清
水
へ
移
動
し
た
際
に
は
、
管
領
（
畠
山
満
家
）
が
奉
行
人
を
召
し
具
し
、
訴
訟
等
の
裁
許
を
悉

く
行
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
（
こ
の
状
況
は
、
将
軍
が
放
生
会
に
参
仕
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
）。

次
に
正
長
元
年
十
月
二
日
条
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

「（
略
）
今
日
於
管
領
諸
大
名
会
合
、
当
御
代
初
会
也
、
仍
伺
時
宜
云
々
（
略
）」
と
あ
り
、
管
領
亭
で
会
合
の
後
、
将
軍
に
伺
を
し
て

い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
の
例
な
ど
も
義
教
の
元
服
以
前
の
時
期
で
あ
る
か
ら
、
非
公
式
で
は
あ
る
が
、
管
領
亭
で
の
諸
大
名
と
の
会
合

66



の
後
、
将
軍
に
伺
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
日
記
の
九
日
後
の
十
月
十
一
日
、
や
は
り
元
服
以
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
論
人
出
対
事
、
管

領
政
所
壁
書
」（
４５
）
の
法
令
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
法
令
発
布
に
関
す
る
重
要
会
議
が
前
述
の
十
月
二
日
に
行
な
わ

れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
こ
こ
で
、
奉
行
人
松
田
秀
藤
が
書
き
残
し
た
日
記
、
先
引
史
料
『
普
広
院
殿
御
元
服
記
』
の
続
き
を
引
き
、
さ
ら
に
検
討
し

て
み
た
い
。

（
摂
津
満
親
）

（
松
田
）

（
斉
藤
）

同
廿
四
日
、（
略
）
仰
御
元
服
、
御
歳
三
十
六

奉
行
事
、
二
月
十
五
日
被
仰
付
以
来
、
両
三
人
酒
掃
・
秀
藤
・
基
貞
毎
日
出
仕
。

上
管
領
伺
事
。
篇
目
依
事
繁
不
及
注
之
。
就
中
記
録
事
、
基
貞
・
秀
藤
各
以
草
案
持
参
惣
奉
行
所
訖
。
秀
藤
之
記
分
神
妙
也
云
々
。

事
外
被
甘
心
了
。
仍
一
巻
有
抑
留
之
上
者
、
不
及
拘
惜
也
。
然
間
於
彼
家
所
持
之
記
録
者
、
可
為
秀
藤
所
書
遣
之
記
録
之
。
後
輩

為
存
知
粗
所
注
置
也
而
己
。

（
満
済
）

三
宝
院
御
門
跡
。
可
書
進
之
由
、
為
権
家
蒙
仰
之
間
、
雖
□
無
�
酌
一
本
令
進
覧
之
也
（
略
）（
正
長
二
年
三
月
二
十
四
日
条
）

右
の
記
述
か
ら
種
々
の
日
常
が
わ
か
る
。
実
は
、
こ
の
秀
藤
の
日
記
に
よ
る
と
、
三
月
九
日
（
御
元
服
当
日
）
の
、
元
服
奉
行
の
任

命
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
二
月
十
五
日
に
仰
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
、
そ
れ
以
来
、
酒
掃
（
摂
津
満
親
）・
秀
藤
（
松
田
）・

基
貞
（
斉
藤
）
は
、
毎
日
御
所
へ
出
仕
、
そ
の
準
備
に
当
た
っ
て
い
た
と
い
う
。

ま
た
、
管
領
に
伺
事
を
前
以
て
上
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
伺
事
の
篇
目
に
つ
い
て
は
、
多
忙
な
の
で
注
し
な
か
っ
た
が
、

特
記
す
べ
き
こ
と
に
、「
記
録
」（
奉
行
人
が
個
人
で
書
綴
る
日
記
体
の
裁
判
記
録
）
の
こ
と
が
あ
る
。
基
貞
と
秀
藤
が
各
々
書
い
た
草
案

を
、
管
領
亭
内
に
あ
る
惣
奉
行
所
へ
持
参
し
た
と
こ
ろ
、
管
領
が
秀
藤
が
記
し
た
草
案
を
神
妙
な
り
と
甘
心
（
感
心
）
さ
れ
た
。
そ
こ

で
一
巻
、
管
領
亭
に
抑
留
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
拘
惜
に
は
及
ば
な
い
。
と
い
う
わ
け
で
、
管
領
亭
で
所
持
し
て
い
る
記
録
（
日

記
）
は
、
私
（
秀
藤
）
が
書
い
た
も
の
を
お
渡
し
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
輩
に
知
っ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
こ
の
こ
と
を
あ
ら
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ま
し
書
き
置
く
、
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
宝
院
（
満
済
）
門
跡
方
に
も
同
記
録
を
差
し
出
す
よ
う
に
と
満
済
よ
り
仰
が
あ
っ
た
の

で
、
遠
慮
し
た
い
気
持
ち
が
な
く
は
な
い
の
だ
が
一
本
進
覧
し
た
と
あ
る
。
右
の
秀
藤
の
記
録
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。

ａ

こ
の
『
普
広
院
殿
御
元
服
記
』
は
、
秀
藤
の
日
記
（
伺
事
記
録
）
の
一
部
で
あ
る
こ
と
、
彼
は
元
服
奉
行
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
元
服
の
次
第
を
詳
細
に
書
き
留
め
て
い
る
。

ｂ

御
前
沙
汰
で
披
露
す
る
伺
事
篇
目
を
管
領
に
上
っ
て
い
る
。
こ
の
書
き
方
か
ら
す
る
と
、
将
軍
披
露
以
前
に
篇
目
に
つ
い
て
管

領
と
話
し
合
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ｃ

奉
行
人
は
各
人
で
裁
判
記
録
を
つ
け
て
い
る
。
又
、
そ
れ
を
管
領
亭
内
の
惣
奉
行
所
に
持
参
し
、
管
領
に
見
せ
た
り
自
分
で
も

保
管
し
て
い
る
。

ｄ

出
来
の
良
い
記
録
は
管
領
惣
奉
行
所
の
控
文
書
（
裁
判
記
録
）
と
な
る
。「
抑
留
」
と
あ
る
か
ら
、
当
然
の
如
く
に
控
文
書
と

し
て
一
本
と
ら
れ
る
様
子
が
伺
え
る
。

ｅ

三
宝
院
門
跡
に
も
同
記
録
を
差
し
出
す
よ
う
、
態
々
仰
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
裁
判
記
録
は
、
黒
衣
宰
相
た
る
満
済

に
も
届
け
ら
れ
て
い
た
事
実
が
浮
か
ぶ
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
同
じ
記
録
が
三
本
は
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
（
管
領
一
本
、
満
済
一
本
、
本
人
分
一
本
）。
一
方
、
同
行
の
基
貞
が
書
い
た
記
録
は
、
甘
心
（
感
心
）
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
管

領
亭
に
抑
留
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
秀
藤
よ
り
筆
写
冊
数
は
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。（
以
上
の
事
実
か
ら
、

記
録
の
残
り
方
が
非
常
に
感
覚
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
複
数
の
同
じ
も
の
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
出
来
の
良
い
も
の
が
残

さ
れ
て
い
く
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。）

ｆ

御
前
沙
汰
に
出
席
し
て
い
る
同
じ
奉
行
人
が
管
領
亭
に
も
出
入
り
し
て
い
る
こ
と
等
。

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
秀
藤
の
日
記
（『
普
広
院
殿
御
元
服
記
』）
は
、
当
時
の
情
報
を
い
く
つ
か
提
供
し
て
く
れ
た
。
そ
の
最
た
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る
も
の
は
、
管
領
と
奉
行
人
が
交
流
し
て
い
る
様
子
が
見
え
た
こ
と
、
ま
た
、
伺
事
篇
目
に
つ
い
て
、（
将
軍
披
露
の
前
に
）
管
領
に
意

見
な
ど
を
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
個
人
の
記
録
が
、
幕
府
側
の
公
的
な
控
記
録
と
な
る
べ
く
、
吸
上
げ
ら
れ
て
い
く
様
子

も
推
察
で
き
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
管
領
亭
内
惣
奉
行
所
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
最
も
注
目
す
べ
き
点
は
、
御
前
奉
行
の
基
貞
、
秀
藤
は
、
義
教
の
御
前
沙
汰
体
制
に
お
け
る
将
軍
―
―
奉
行
人
の
縦
の
ラ
イ

ン
だ
け
で
は
な
く
、
管
領
―
―
奉
行
人
の
横
の
ラ
イ
ン
に
も
関
わ
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
管
領
が
御
前
沙
汰
に

か
か
わ
る
接
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
既
述
の
伺
事
の
日
に
行
な
わ
れ
て
い
る
「
管
領
落
居
同
日
」
の
他
に
、
も
っ
と
親
密
な
横
の
交
流
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
（
但
し
、
将
軍
と
管
領
と
は
あ
く
ま
で
間
接
的
な
関
わ
り
で
あ
る
）。

次
に
『
加
能
越
文
庫
解
説
目
録
』（
４６
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
永
享
元
年
日
記
」（
４７
）
か
ら
、
管
領
の
動
向
を
探
っ
て
み
た
い
。
こ
の

日
記
に
は
五
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
十
三
日
分
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
設
楽
薫（
４８
）
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
幕
府
政
治
史
研
究
で

は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
記
録
で
あ
り
、
義
教
の
御
前
沙
汰
を
推
理
す
る
う
え
で
、
特
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
逸
文
と
し
て
紹

介
し
た
と
い
う
。
こ
の
史
料
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
当
時
の
将
軍
・
管
領
・
奉
行
人
の
実
際
の
場
（
訴
訟
事
務
処
理
）
の
や
り
と
り
が

わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。

伝
存
分
は
、
わ
ず
か
十
三
日
分
の
記
述
だ
が
、
こ
こ
か
ら
二
つ
の
事
件
の
経
過
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
は
、
永
享
元
年
五
月
十
四
日
（
正
長
二
年
九
月
五
日
改
元
永
享
）
の
記
述
か
ら
始
ま
る
飯
尾
重
清
と
能
登
国
一
宮
気
多
社
雑
掌
と

の
相
論
の
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
同
年
六
月
十
五
日
か
ら
伝
存
す
る
林
光
院
相
国
寺
領
加
賀
国
横
北
庄
年
貢
未
済
の
こ
と
に
つ
い
て
で

あ
る
。

こ
の
二
つ
の
事
件
か
ら
義
教
初
政
の
頃
を
概
観
し
て
み
た
い
。

と
こ
ろ
で
設
楽
薫
は
、
こ
の
日
記
の
作
者
を
飯
尾
貞
連
（
註
４９
の
系
図
Ⅲ
参
照
）
に
比
定
し
、
彼
が
筆
録
し
た
伺
事
記
録
が
一
部
残

っ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
伝
存
し
た
断
片
の
形
態
（
日
記
体
）
な
ど
か
ら
、
実
は
も
っ
と
長
期
に
渡
っ
て
記
録
さ
れ
た
も
の
と

69 第２章 義教期の訴訟制度



推
測
し
て
い
る
が
、
私
も
同
じ
意
見
で
あ
る
。

ま
た
、
自
邸
（
貞
連
宅
）
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
文
体
が
整
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
幕
府
側
に

提
出
さ
れ
た
裁
判
の
控
記
録
の
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
時
代
に
は
家
記
（
家
の
日
記
）
と
し
て
、
自
身
に
関
係
し
た
訴
訟
記
録
の
み
書

き
残
す
の
が
普
通
の
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
飯
尾
貞
連
担
当
、
評
議
記
録
（
伺
事
記
録
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
記
録
は
明
治
初
頃
、
森
田
平
次（
５０
）
が
編
纂
し
た
『
加
能
越
古
文
叢
』
に
「
永
享
元
年
日
記
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

元
々
こ
の
よ
う
な
銘
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
編
纂
の
時
点
で
は
ど
の
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
の
か
今
は
知
り
得
る
術
も
な
い
。

そ
れ
で
は
次
に
日
記
中
の
二
つ
の
事
件
Ａ
・
Ｂ
に
つ
い
て
、
日
を
追
っ
て
検
討
し
て
み
た
い
（
本
論
末
尾
一
七
四
頁
〜
一
七
九
頁
、
史

料
Ａ
・
Ｂ
参
照
）。

Ａ

飯
尾
美
作
守
与
能
登
国
一
宮
気
多
社
雑
掌
相
論
事

史
料
Ａ
は
、
飯
尾
重
清
と
気
多
社
雑
掌
と
の
相
論
の
こ
と
に
つ
い
て
扱
い
、
七
日
分
七
条
に
な
っ
て
い
る
。
論
所
は
能
登
国
志
雄
保

赤
蔵
山
草
木
で
あ
る
。

こ
の
七
日
分
の
記
載
中
に
は
、「
内
々
」
が
横
行
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
五
月
十
五
日
「
内
々
達
上
聞
」、
五
月
十
六
日
「
此
事
内
々

被
伺
申
之
由
承
之
」、
七
月
七
日
「
以
礼
部
内
々
被
伺
申
之
処
」、
十
月
廿
七
日
「
管
領
内
々
執
御
申
之
」
と
あ
り
、「
内
々
」
と
い
う

文
言
が
目
に
つ
く
。
こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
訴
訟
は
、
賦
奉
行
を
経
由
し
た
（
正
規
の
訴
訟
ル
ー
ト
）
提
訴
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
内
々
の
ル
ー
ト
か
ら
披
露
に
及
ぶ
ケ
ー
ス
で
あ
る
（
こ
の
件
に
つ
い
て
は
賦
奉
行
の
項
で
後
述
し
た
い
）。

こ
の
日
記
の
背
景
を
考
え
る
と
、
義
教
は
こ
の
年
の
三
月
九
日
に
元
服
し
て
い
る
。
続
い
て
三
月
十
五
日
に
将
軍
宣
下
が
あ
り
、
そ

れ
か
ら
二
ヵ
月
ほ
ど
経
過
し
た
ば
か
り
の
頃
の
記
録
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

Ａ
・
Ｂ
双
方
の
訴
訟
事
件
に
は
、
当
事
者
に
寺
社
が
関
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
案
件
は
前
将
軍
義
持
以
来
、
滞
っ
て
い
る
訴
訟
案

件
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
迅
速
の
沙
汰
を
期
待
さ
れ
た
訴
訟
問
題
を
何
と
か
解
決
す
べ
く
動
き
回
る
奉
行
人
・
管
領
・
将
軍
の

70



管
領 

将
軍
義
教 

奉
行
人 

伺
事 

判
決 

図5　奉行人と 
　　  管領の関係 

実
状
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
Ａ
・
Ｂ
双
方
の
史
料
を
追
っ
て
い
く
と
、
継
続
的
に
事
件
の
内
容
が
把
握
で
き
、
判
決
内
容
も
大
方

見
当
が
つ
く
。

こ
の
史
料
Ａ
に
よ
っ
て
、
管
領
と
奉
行
人
の
や
り
と
り
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
伺
事
の
事
前
に
管
領
の
指
示
が
あ
り
、
奉
行
人
は
そ

の
指
示
を
受
け
て
、
御
前
沙
汰
の
場
に
出
席
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
（
図
５
）。
こ
う
い
っ
た
シ
ー
ン
は
、
先
引
『
普
広
院
殿
御
元

服
記
』
に
見
え
る
状
況
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
大
き
な
発
見
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
訴
訟
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
驚
く

ほ
ど
内
々
の
儀
が
多
い
こ
と
。
ま
た
、
義
教
ほ
ど
の
合
理
的
な
人
物
で
も
訴
論
人
の
背
後
に
幕
府
有
力
者
（
斯
波
、
畠
山
）
が
ひ
か
え

る
と
、「
湯
起
請
」
等
を
持
ち
出
す
あ
り
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
。
判
決
は
管
領
の
指
示
通
り
、「
先
可
被
置
採
用
於
中
之
由
」
と
い
う

こ
と
で
、
当
事
者
双
方
に
対
し
、
論
所
の
所
務
に
干
与
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
命
令
が
下
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

次
に
同
じ
「
永
享
元
年
日
記
」
収
録
の
史
料
Ｂ
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

Ｂ

林
光
院
領
加
賀
国
横
北
庄
年
貢
未
済
事

こ
の
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
六
日
分
、
八
ヶ
条
が
残
存
し
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
史
料
Ａ
と
同
様
、
奉
行
人
が
将
軍
と
管
領
の
間
を
動
き

回
っ
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
が
、
三
者
が
出
席
す
る
と
い
う
場
面
は
な
い
。

Ｂ
の
史
料
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
�
と
�
、
六
月
廿
三
日
条
で
あ
る
。

�
は
、
伺
事
が
行
わ
れ
る
前
に
管
領
が
奉
行
人
に
指
示
し
て
い
る
。

�
は
、
将
軍
よ
り
差
し
戻
し
の
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

�
で
は
、
伺
事
式
日
の
様
子
が
知
見
さ
れ
る
。
義
教
は
、
か
な
り
細
か
い
指
示
を
与
え
な
が

ら
の
裁
許
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
�
で
管
領
が
奉
行
人
に
指
示
し
た
通
り
に
は
裁
許
さ
れ
て

い
な
い
。

�
で
は
、
�
の
上
裁
の
内
容
を
管
領
に
（
奉
行
人
が
）
報
告
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
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こ
れ
は
管
領
の
指
示
通
り
に
判
決
が
下
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
同
日
（
五
日
）、
管
領
に
報
告
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と

に
も
と
れ
る
。

�
は
、
担
当
奉
行
人
が
、
将
軍
に
事
務
処
理
の
報
告
を
し
て
い
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。

Ａ
と
Ｂ
の
史
料
か
ら
管
領
と
奉
行
人
が
き
わ
め
て
密
に
行
き
来
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
概
観
す
る
と
、

「
雑
務
沙
汰
」
に
属
す
る
訴
訟
事
項
の
処
理
を
行
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
史
料
中
の
将
軍
・
管
領
・
奉
行
人
の
行
動

を
見
て
い
る
と
、
義
教
の
将
軍
嗣
立
の
頃
の
、
山
積
し
た
訴
訟
問
題
を
抱
え
た
周
辺
の
状
況
が
看
取
さ
れ
る
。
彼
ら
は
、
そ
の
解
決
処

理
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
義
教
初
政
期
に
お
け
る
「
興
業
の
沙
汰
」
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
�
に
記
さ
れ
て
い
る
応
永
三
十
四
年
庄
主
年
貢
未
進
の
こ
と
ま
で
、
裁
許
し
て
い
る
状
況
か
ら
窺
え
る
の
で
あ
る
。

義
教
に
と
っ
て
は
、
前
将
軍
時
代
の
秕
政
匡
正
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
本
来
的
に
は
飯
尾
貞
連
の
日
記
に
、

「
永
享
元
年
日
記
」
な
る
銘
が
後
世
の
人
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
訴
訟
当
事
者
に
目
を
向
け
る
と
、
Ａ
は
、
能
登
国
一
宮
気
多
社
が
一
方
の
当
事
者
に
な
っ
て
い
る
。
Ｂ
は
、
林
光
院
が
当
事

者
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ａ
・
Ｂ
双
方
と
も
、
寺
社
関
係
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
か
ら
も
前
将
軍
義
持
が
残
し
て
い
っ
た

未
解
決
の
訴
訟
事
項
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
管
見
の
限
り
、『
御
前
落
居
奉
書
』
の
中
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
案
件
に
、
こ
れ

ら
Ａ
・
Ｂ
は
類
似
性
が
あ
る
と
思
う
。

結
論
と
し
て
、
管
領
は
、
将
軍
（
将
軍
―
奉
行
人
の
ラ
イ
ン
）
が
暴
走
し
な
い
よ
う
に
牽
制
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
直
接
御

前
沙
汰
に
は
参
加
で
き
な
い
位
置
付
け
に
な
っ
て
い
た
。

元
々
、
管
領
は
守
護
大
名
（
重
臣
）
の
勢
力
を
代
表
し
、
幕
政
に
参
画
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
言
う
な
れ
ば
、
守
護
大
名
ら
の

利
益
を
代
表
す
る
立
場
で
あ
っ
た
。
足
利
政
権
は
、
成
立
当
初
か
ら
強
力
な
家
臣
団
（
守
護
大
名
）
に
支
え
ら
れ
、
存
立
す
る
も
の
で

あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
ら
の
支
持
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
縦
令
、
専
制
君
主
義
教
が
構
築
し
た
「
御
前
沙

汰
」
で
あ
っ
て
も
、
重
臣
会
議
の
ト
ッ
プ
管
領
の
理
解
と
支
持
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
終
判
決
は
義
教
が
下
す
シ
ス
テ
ム
に
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な
っ
て
い
た
。

佐
藤
進
一
は
「
室
町
幕
府
論
」（
５１
）
の
中
で
、
将
軍
権
力
の
確
立
を
支
え
る
基
盤
の
一
つ
と
し
て
、
義
持
継
嗣
と
、
安
芸
小
早
川
家

の
継
嗣
問
題
を
例
に
あ
げ
、
当
時
の
政
治
思
想
に
つ
い
て
論
考
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
協
議
決
定
が
武
家
古
来
の
通
法
に
優
越
す

る
価
値
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」、「
平
和
の
秩
序
の
維
持
を
保
障
す
る
も
の
は
、
将
軍
に
あ
っ
て
は
有
力
大
名
、

守
護
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
一
族
家
人
の
支
持
で
あ
る
」
と
し
て
、
そ
の
職
に
対
す
る
責
任
と
保
障
に
つ
い
て
解
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
考
え
方
は
、
や
が
て
儒
教
的
革
命
思
想
に
裏
づ
け
ら
れ
、「
十
五
世
紀
当
時
に
は
、
将
軍
権
力
を
正
当
化
す
る
思
想
的
武
器
と
な

る
」
と
。

笠
松
宏
至
は
、
こ
の
佐
藤
進
一
説
か
ら
「
中
央
の
儀
」（
５２
）
に
つ
い
て
書
か
れ
、
協
議
決
定
の
優
先
を
説
い
て
い
る
。「
強
力
な
家
臣

団
の
支
え
（
中
央
）
が
ゆ
ら
げ
ば
、
台
上
の
公
方
（
香
炉
）
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。
し
か
し
、
香
炉
（
上
意
）
の
な
い
卓
（
中
央
）
も

無
意
味
だ
」
と
。

室
町
幕
府
の
将
軍
権
力
と
は
、
最
初
か
ら
上
（
将
軍
）
と
下
（
管
領
以
下
の
家
臣
団
）
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
存
立
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。

第
五
節

訴
訟
手
続
と
賦

１

賦
奉
行

幕
府
訴
訟
関
係
の
史
料
中
に
、
賦
・
賦
奉
行
・
賦
別
奉
行
等
の
文
言
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
賦
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し

た
い
。

ま
ず
、
訴
訟
手
続
の
中
で
、
賦
と
い
う
語
は
、
時
期
（
時
代
）
に
よ
っ
て
意
味
が
異
な
る
こ
と
、
ま
た
、
賦
と
呼
ば
れ
た
文
書
も
存

在
し
た
こ
と
、
賦
を
実
務
す
る
賦
奉
行
に
は
、
ど
う
い
っ
た
階
層
の
人
が
就
い
た
の
か
等
々
、
史
料
の
中
か
ら
、
そ
の
具
体
的
な
姿
を
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